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予算の使い道 平成28年度の主な事業
～施政方針に沿って各事業を展開していきます～

健康で元気なみずほ
保健・医療など
○福生病院組合運営および建設負担金 2億4,317万円
○予防接種事業 6,306万円
○がん検診事業 2,808万円
○出産・子育て応援事業 259万円

一人ひとりが輝くみずほ
学校教育など
○小中学校学力向上事業
（学習サポーター、小学校補習事業、フューチャースクール委託料など） 4,339万円
○幼稚園児保護者負担軽減事業 6,683万円
○高等学校等入学時奨学金 270万円
○四小校庭芝生化事業 9,483万円
○三小水飲栓直結化事業 2,406万円
○二中水飲栓直結化事業 3,231万円

魅力ある温かいみずほ
農業・商工業・観光など
○都市農業活性化支援事業 1,533万円
○新規就農者確保事業 1,350万円

コミュニティ・都市交流・国際化など
○地域コミュニティ等振興事業 4,205万円
○スポーツ広場等整備事業  980万円
○国際化推進事業  726万円

スポーツ・レクリエーション・文化・芸術など
○郷土資料館維持管理事業 6,201万円
○地域資料図書館・郷土資料館連携事業 445万円
○青少年国際交流事業 145万円
○武道館耐震補強等工事 3,641万円
○中央体育館耐震補強工事 2,477万円

児童・障がい者・高齢者福祉など
○出生祝い記念品 108万円
○認証保育所利用者補助事業 2,278万円
○学童保育クラブ運営事業 5,168万円
○三小学童保育クラブ建設事業 1億6,448万円
○障がい者への介護給付事業 4億8,894万円
○シルバー人材センター支援事業 2,444万円
○福祉バス運行運営委託事業 2,837万円

安全安心やさしいみずほ
安全・安心など
○交通安全施設整備事業  6,555万円
○防犯パトロール委託事業  1,134万円
○災害対策用地取得  4,352万円
○（仮称）石畑防災広場整備事業 6,814万円

快適で美しいみずほ
土地利用・土地区画整理など
○都市計画変更業務委託事業 369万円
○駅西土地区画整理事業特別会計繰出金  5億5,058万円
○殿ヶ谷土地区画整理組合助成金 2億円

総合計画を推進するために
広報・広聴・広域行政など
○公共施設等総合管理計画策定事業 972万円
○ホームページの作成・更新事業 2,581万円
○新庁舎建設事業 1億1,583万円

住宅・公園・道路など
○町営東長岡住宅（3～5号棟）屋上防水事業       2,335万円
○住宅関係（耐震・改修等）助成事業 1,025万円
○景観モニュメント設置工事 409万円
○緑地舗装工事 1,988万円
○下師岡公園改修工事 3,230万円
○だれでもトイレ等設置工事 2,377万円
○さやま花多来里の郷整備事業 387万円
○町道改修および舗装工事 1億8,017万円

●平成28年度会計別予算内訳と前年度との比較

国民健康保険会計
駅西区画整 理 会計
下 水 道 会 計
介 護 保 険 会 計
後期高齢者医療会計
殿ケ谷財産区会計
石畑財産区会計
箱根ケ崎財産区会計
長岡財産区会計
特 別 会 計 　 計
合　　計　　

137億3,700万円
47億1,211万円
10億5,159万円
10億5,539万円
21億9,019万円
6億  523万円
3,149万円
1,889万円
713万円
60万円

96億7,262万円
234億  962万円

136億4,080万円
47億5,163万円
7億8,715万円
10億 759万円
20億9,413万円
5億8,663万円

625万円
6,265万円
682万円
140万円

93億  425万円
229億4,505万円

9,620万円
△3,952万円
2億6,444万円
4,780万円
9,606万円
1,860万円
2,524万円
△4,376万円

31万円
△80万円

3億6,837万円
4億6,457万円

0.7％
△0.8％
33.6％
4.7％
4.6％
3.2％

404.2％
△69.9％
4.5％

△57.2％
4.0％
2.0％

会計名 平成28年度 平成27年度 比　較 伸び率

～総額について～
◆予算額について
　一般会計予算額は、137億3,700万円とな
り、前年度より9,620万円（0.7％）の増額と
なりました。
　三小学童保育クラブ建設事業や都市計
画道路整備事業などの大規模工事の実施
が主な増額要因です。なお、町税については
全体で66億1,211万円、前年度より1億
3,480万円（2.1％）の増額を見込みます。
　また、特別会計を含めた予算総額は、234
億962万円となり、前年度より4億6,457万
円（2.0％）の増額となりました。

一般会計

特

別

会

計

※伸び率は千円単位の端数を含めて計算しています。

循環型社会・環境保全など
○住宅用創エネ設備・省エネ機器購入費助成事業 540万円
○ごみ収集事業 2億1,862万円
○エコパーク管理運営事業 1,734万円
○リサイクルプラザ屋上緑化設置事業 319万円
○地球温暖化対策実行計画改定事業 377万円
○空き家等実態調査事業 941万円

問合せ　企画課　　 557―7483

※財産区特別会計を含めて記載しています。

��������������

���������	
��
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歳出
目的別

137億
3,700万円

歳出
性質別

137億
3,700万円

公債費
4億2,368万円
（3.1％）

その他
42億6,051万円
（31.0%）

その他
42億6,051万円
（31.0%）

物件費
24億5,498万円
（17.9％）

物件費
24億5,498万円
（17.9％）

物件費
24億5,498万円
（17.9％）

物件費
24億5,498万円
（17.9％）

人件費
20億1,137万円
（14.6％）

人件費
20億1,137万円
（14.6％）

人件費
20億1,137万円
（14.6％）

人件費
20億1,137万円
（14.6％）

扶助費
28億6,639万円
（20.9％）

扶助費
28億6,639万円
（20.9％）

扶助費
28億6,639万円
（20.9％）

扶助費
28億6,639万円
（20.9％）

普通建設事業費
16億3,651万円
（11.9％）

普通建設事業費
16億3,651万円
（11.9％）

普通建設事業費
16億3,651万円
（11.9％）

普通建設事業費
16億3,651万円
（11.9％）

積立金
8,356万円
（0.6％）

積立金
8,356万円
（0.6％）

積立金
8,356万円
（0.6％）

積立金
8,356万円
（0.6％）

平成28年度

まちの
予 算

一般会計
137億3,700万円

総額
234億 962万円

一般会計の歳入と歳出の内訳は、円グラフの通りです。
（   ） 内の数字は構成比

※自主財源は、町税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入の合算額です。 
自主財源　　84億1,284万円 61.2％　依存財源　　53億2,416万円 38.8％

消防費
6億8,878万円
（5.0％）

公債費
4億2,368万円
（3.1％）

その他
3億6,806万円
（2.6％）

民生費
51億8,624万円
（37.8％）

民生費
51億8,624万円
（37.8％）

民生費
51億8,624万円
（37.8％）

教育費
16億8,475万円
（12.3％）

教育費
16億8,475万円
（12.3％）

教育費
16億8,475万円
（12.3％）

土木費
21億989万円
（15.4％）

土木費
21億989万円
（15.4％）

土木費
21億989万円
（15.4％）

衛生費
14億４,708万円
（10.5％）

衛生費
14億４,708万円
（10.5％）

衛生費
14億４,708万円
（10.5％）

総務費
18億2,852万円
（13.3％）

総務費
18億2,852万円
（13.3％）

総務費
18億2,852万円
（13.3％）

民生費
51億8,624万円
（37.8％）

教育費
16億8,475万円
（12.3％）

土木費
21億989万円
（15.4％）

衛生費
14億４,708万円
（10.5％）

総務費
18億2,852万円
（13.3％）

（前年対比　2.0％の増）

（前年対比　0.7％の増）

町税
66億

1,211万円

町税の内訳

固定資産税
31億3,163万円
（47.4％）

固定資産税
31億3,163万円
（47.4％）

固定資産税
31億3,163万円
（47.4％）

固定資産税
31億3,163万円
（47.4％）

町民税
24億4,991万円
（37.0％）

町民税
24億4,991万円
（37.0％）

町民税
24億4,991万円
（37.0％）

町民税
24億4,991万円
（37.0％）

都市計画税
5億3,670万円
（8.1％）

町たばこ税町たばこ税
3億1,487万円3億1,487万円
（4.6%）（4.6%）

町たばこ税
4億2,112万円
（6.4％）

軽自動車税
7,275万円
（1.1％）

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
7億5,243万円
（5.5％）

使用料及び手数料
1億7,649万円
（1.3％） その他

6億886万円
（4.5％）

地方消費税交付金
7億8,530万円
（5.7％）

137億3,700万円
歳入 町税

66億1,211万円
（48.1％）

町税
66億1,211万円
（48.1％）

町税
66億1,211万円
（48.1％）

町税
66億1,211万円
（48.1％）

都支出金
20億1,223万円
（14.6％）

都支出金
20億1,223万円
（14.6％）

都支出金
20億1,223万円
（14.6％）

都支出金
20億1,223万円
（14.6％）

繰入金
12億6,998万円
（9.2％）

繰入金
12億6,998万円
（9.2％）

繰入金
12億6,998万円
（9.2％）

繰入金
12億6,998万円
（9.2％）

国庫支出金
15億1,960万円
（11.1％）

国庫支出金
15億1,960万円
（11.1％）



対　象　次の要件にすべて当てはまる方
▶自ら居住する町内の住宅に新たに対象機器を設置した
方、または対象機器を設置している新築住宅を町内に
購入した方

▶町税および国民健康保険税（他の区市町村において徴
収するものを含みます）を完納している方

▶設置した機器が新品であること
申請期間　平成28年4月1日～平成29年3月31日
申請方法　該当機種の設置後、申請書に必要書類を添付し

て環境課（リサイクルプラザ内）へ提出してくだ
さい。

※申請書は環境課と商工会で配布しています。
　町ホームページからもダウンロードできます。

必要書類
▶設置機器の保証書の写し
▶機器の購入にかかった領収書または支払い金額
を証明できるもの

▶設置機器の仕様が確認できる見積書
▶設置状況の写真
▶太陽光発電システムは、電力会社との電力受給に
関する契約書の写し

▶設置機器に関わる国および東京都などの補助金
交付決定通知書がある場合はその写し

▶住民票、納税証明書（添付の必要のない場合があ
りますので、ご相談ください）

住宅用創エネ設備・省エネ機器購入費助成金制度 問合せ　リサイクルプラザ　　557―0544

　地球温暖化の原因である温室効果ガスを削減するため、高効率給湯器や太陽光発電システムなどを購入・設
置した方へ費用の一部を助成します。

助成対象機器と助成額（いずれも住宅用）

対　象　機　器 助　　成　　額

二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器

潜熱回収型給湯器

太陽光発電システム
※HEMSを同時に設置する場合

太陽熱利用システム（自然循環型）
太陽熱利用システム（強制循環式）

1kw当たり2万円（限度額6万円）
※1kw当たり2.5万円（限度額7.5万円）

1㎡当たり0.5万円（限度額1.5万円）
1㎡当たり1万円（限度額3万円）

リチウムイオン蓄電池
※HEMSを同時に設置する場合

1kWh当たり2万円（限度額6万円）
※1kWh当たり2.5万円（限度額7.5万円）

燃料電池
※HEMSを同時に設置する場合

購入金額の4％（限度額6.5万円）
※購入金額の4％（限度額8万円）

購入金額の10％（限度額2万円）

購入金額の10％（限度額1万円）

HEMS（ヘムス）について
　HEMSとは（ホーム・エネルギー・マネジメント・シス
テム）の略で、モニター画面などで電気などのエネルギー
使用量の「見える化」や、エネルギー使用量を調整する制
御ができる管理システムです。

その他
▶販売および賃貸借の目的で
設置する方、賃貸住宅に対
して設置しようとする方は
利用できません。

▶4月1日以降に設置したもの
が対象です。

▶申請は同一住宅につき1回、
1機器に限ります（複数の機
器の申請はできません）。

▶現地調査を行う場合があり
ます。

▶助成金をご利用の方には、
環境に関する町の調査や活
動にご協力をいただく場合
があります。

　平成 27年度まで実施していた「住宅用環境配慮型機器購入費助成金制度」ですが、助成内容の変更を行い、
名称も「住宅用創エネ設備・省エネ機器購入費助成金制度」に変わりました。
　なお、太陽光発電システム、燃料電池、蓄電池の設置と同時に町が認めるＨＥＭＳ（ホーム・エネルギー・
マネジメント・システム）を設置した方に限り、助成金額および限度額を増額します。
　助成対象機器と助成金額は下記の表のとおりです。

▶対象機器には基準があります。　▶助成額は 1,000 円未満の端数を切り捨てた額です。
※詳しくは、お問い合わせください。

瑞穂町との関連を装った耐震診断・改修業者にご注意ください !!
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住宅関連助成制度についてのお知らせ

対象住宅　　昭和56年5月31日以前に建築を着工した、町内に存する木造一戸建建築物のうち延べ床面積の2分の1以上を
　　　　　　居住の用途に供しているもの
対象者　　　①申請日において町内に住所を有すること
　　　　　　②自己の居住の用途に供する助成対象住宅を所有すること
　　　　　　③町税および国民健康保険税の滞納がないこと
助成額　　　耐震診断に要した経費の2分の1（上限額10万円）　

対象住宅　　①住宅耐震診断費助成事業と同じ
　　　　　　②耐震改修を行う前に耐震診断を受け、その評点が1.0未満であること
　　　　　　③耐震改修を行った後の評点が1.0以上となること
　　　　　　④行われた耐震改修が建築基準法などの規定に違反していないこと
対象者　　　住宅耐震診断費助成事業と同じ
助成額　　　耐震改修に要した経費の2分の1（上限額100万円）
施工業者　　町内業者に限る

対象住宅　　①耐震改修費助成事業①②と同じ
　　　　　　②以下いずれにも該当すること
　　　　　　　ア）そこに居住する世帯の年間所得額が200万円以下であること
　　　　　　　イ）そこに居住する世帯が、助成の申請の日において65歳以上の方（以下「高齢者」という。）または未成年

　者、あるいは身体上の障害の程度が身体障害者福祉法施行規則別表5号の１級または2級の方で構成さ
　れること

対象者　　　住宅耐震診断費助成事業と同じ
助成額　　　耐震改修に要した経費の10分の6（上限額50万円）

住宅耐震診断費助成事業 問合せ　地域課　　557―7610　

問合せ　商工会　　 557－3389耐震改修費助成事業

簡易耐震改修費助成事業

　一般住宅の耐震化に助成をします。ぜひ、この制度をご利用ください。

住宅改修補助制度 問合せ　産業課　　557―7633

対　象　次の要件を満たす方
▶町内に居住し、改修工事を行う住宅の所有者または居住者
▶申請日現在、町税を滞納していない方
▶過去において同様の補助金などの交付を受けていない方

申請期間　４月１日㈮から予算がなくなり次第、受付を終了します。
申請方法　申請書に必要書類を添付して商工会へ提出してください。
※申請書は、産業課と商工会で配布しています。
　町ホームページからもダウンロードできます。
提出書類
▶申請書　▶工事見積書の写し　▶施工前の写真
▶施工業者一覧表（施工業者が複数の場合）

▶建築確認申請を要する増築の場合は、建築確認申請の写し
と図面　
▶賃貸住宅などの居住者が申請するときは、家屋の所有者また
は管理者の発行する承諾書

その他
▶工事金額20万円（税別）以上の工事が対象となります。
▶指定期日までに工事完了報告書および施工後の写真を提出
していただきます。
▶現地調査を行う場合があります。
▶予算がなくなり次第、受付を終了します。
▶他の補助制度との併用の場合、提出された書類の写しを提
出していただきます。

　個人住宅の改修工事などを町内の施工事業者を利用して行った方へ工事費用の一部を助成します。改修工事の見積額（税別）
または工事完了後の工事額（税別）のいずれか少ない額の10％で最高7万5千円（千円未満の金額は切り捨て）まで補助します。

問合せ　地域課　　557―7610
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